
誕


な
流


、lE

「
勝
浦
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
」

，同


ら

か


れ

戸、¥ 

-¥  

・・・・

生
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健
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この会は，今後， 11

わたしたちが親しんできた清らかに澄んだ勝浦川 も，最

近のコーし廃棄物の不法投棄， 汚水のたれながしなどによ

って， 日々姿を変えようとしています。

こグ〉ままでiま ・・と，

勝浦，上勝同町の，弁事業所， 関係機関の立見がまとま

り，このほど「勝滞川をきれいにする会」が誕生しました。

券j甫川の浄化推進に積極的にとりくみ，� 

1日も早 < ri-;'j"らかな流れに」と運動を展開していきます

ので， 町 民みなさんの，ご協力 をよろしくお願いします。

(関連記事 5ページ)
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MUS04
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清らかな流れ
勝浦川をきれいにする会誕生



昭和50年 4月1日� カ込 fコ フ ら 第58号 (2) 

20周年 


岡

藤

太

郎

岩

武

雄

図

勝
手

正

己

稼出山門前中河�  l資藤田平山田中伊清統古美竹平吉

勢業下田区l川聖子 瀬原中岡崎�  t井 丹 7 ) ( 本 崎 馬 回 山 岡

日
u 

z=目

横
瀬
町
、
生
比
奈
村
が
合
併
し
、

勝
浦
町
と
な
っ
て
今
年
で
二
十
年
に

主
り
ま
す
。

我
が
町
も
、
や
っ
と
成
人
式
を
迎

え
ま
し
た
。

感
謝
状
贈
呈
者

町
村
合
併
な
ら
び
に
地
方
自
治
功
労
者

唐

波

昌

二

地
方
自
治
功
労
者

中

田

森

蔵

背

悦

観

太

郎

官同

木

麟

太

朗

森

上

申

明

美

町
村
合
併
功
労
者

大

谷

重

雄

野

上

役

太

坂

井

嘉

平

栗

本

頼

治

郎

古

井

治

梨

、

山

近

三

前

田

彰

一

大

井

同

一

中

根

治

松

村

二

一

郎

川

端

文

雄

中

田

正

義

清

水

良

五

郎

河

野

利

徳

瀧

口

惣

市

北

峰

真

太

郎

観

野

栄

山

本

安

一

勝

谷

信

忠

新

居

伊

佐

男

問

本

藤

太

郎

岩

崎

武

雄

永
年
勤
続
町
議
会
議
員

川

端

文

中

根

治雄

平

忠

中

瀬

英

夫

塚清崎本

永
年
勤
続
生
比
奈
財
産
区
議
会
議
員


古

井

治


大

柳

包

雄


永
年
勤
続
股
業
委
員
会
委
員

古

田

源

一

永
年
勤
続
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

析

部

伊

三
郎

永
年
勤
続
消
防
団
員

末

横
山

下

谷森

正
太
郎

豊

寿
永

美

市
心

一

内

表
彰
状
贈
呈
者

一一
こ
れ
を
記
念
し
て
、

三
月

一
日
・

日
に
記
念
式
典
と
記
念
行
事
が
行

自
治
功
労
者

久

保
山

田

産
業
振
興
功
労
者

脇大

本

谷山

田

阿

竹

永
年
勤
続
町
職
員

久重

雄雄

八
太
郎

謙

次

安

一

善

夫
演

治

一 投勝 英兵

正夫美

わ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
は
、
町
関
係
者
や
来

賓
約
百
人
が
出
席
し
て
、
か
住
み
よ
く

小

西

中

野
粛

必
久

米

刑

判

口

明
る
い
魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り 
H

を

め
ざ
す
町
振
興
計
画
の
、
?
え
に
立
ち

町
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
謡
っ

た
あ
と
、

白
治
功
労
者
等
次
の
か
た
が
た
に
感

謝
状

・
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

典と行事 


喜
美
雄輔

凪

貞

美
利

己

武

博

崇

一
一
d

秀

治

県

市

清
二
郎

成

信
正

義

ト
ク
ヱ

八
重
子

松

子
ヒ
サ
ヱ

チ

ツ

恵
美
子久

久

美

未

雄
夕
、
ネ
コ

嘉

幸

MUS04
スタンプ
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MUS04
テキストボックス
記念式典



(3) 第58号� カ込 イ〉 つ ら 昭和50年 4月 l日

yれ
ま
し
た
。

す。

横� 

;::: 
.事7
行;

~、、

勝浦町合併


一 昌 昌春正
守 治男正男代 一

決勝トーナメント

j反 中

O 

本角。�  

瀬� 3位決定戦� | 

20年 のあゆみ編集についてお詑ぴ
昭和50年� 3月� 1日に発行いたしました。120年のあゆみ」について、� 19ページの受賞名簿に次のかたが編集 ミスのた

め脱漏いたしておりました。 ここに謹しんで深くお詫び申し上げます。

記念式

道 展室田各
小
学
校
、
中
学
校
の
、
入
選
作

品
五
十
四
点
出
口
聞
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
地
区

入
什
民
地
区

十
二
チ 
l
ム

優

勝

与
川
内
地
区

二

位

横

瀬

地

区

三

位

坂

本

地

区

岡松中 十

将

棋

大

会
照裕

浦山 名 '¥ 

参
加
作
品

入
選
者

四
十
点

一
般
カ
ラ
ー
の
部

特

選

細

谷

準

特

選

森

脇

H

中
国

入

選

向

井

H H

中
国

国
消

一
般
白
黒
の
部

授賞年月日 種 思Ij 事 項 氏 名� 

44. 10. 3 Z荷2主ごL 綬 褒� i;r 地方自治功労者 唐 渡昌 二� 

37. 12. 19 キ甘 綬 褒 重量 小学校運動遊具設備費寄贈�  I易 浅村太

参
加
者

入
賞
者

優

勝
二三

位位

繰s:It博

参

加

者

十

名

入
賞
者

優

勝
二三

入

選

玉

置

‘;;;記� 
e 念J:L 

福

野

舜

一

観
光
白
黒
の
部

福

田

邦

夫

加
々

美
勝
好

位位

特

選

光

井

入

選

玉

置

雅
己守

俳
句
聞
吟
大
会

丸大東
山 岡山

香初正
月音峰

記
念
行
事
は
、
三
月

一
日
に
午
後
一

時
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
閤

碁
大
会
・
将
棋
大
会

・
俳
句
即
吟
大

会
・
写
真
展

・
書
道
展
が
行
わ
れ
、

三
月
二
日
に
午
前
九
時
か
ら
勝
浦
中

学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
地
区
対
抗
ミ

ク
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ

参
加
者
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で

与
川
内

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
俳句即吟大会



第� 58号 (4)つ らザコカ込

れ
ま
す
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昭和� 50年� 4月� 1日

今
月
は
、
統

一
地
方
選
挙
が
行
わ

な
け
れ
ば
、
選
挙
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
未
腐
の
人
は
至
急
に
転

入
届
を
し
て
く
だ
き
い
。

転
出
さ
れ
た
人
も
同
僚
に
転
出
先

の
市
町
村
に
届
出
が
必
要
で
す
。

な
お
、
選
挙
人
名
簿
の
登
録
基
準

日
は
、
毎
年
九
月

一
日
現
在
(
定
時

登
録
)
で
経
理
し
ま
す
が
、
選
挙
が

行
わ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
資

格
を
有
す
る
者
を
選
挙
人
名
簿
に
登

録
(
選
挙
時
登
録
)
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
登
録
し
た


者
の
氏
名
、
住
所
及
び
生
年
月
日
を


記
載
し
た
書
面
を
縦
覧
に
供
さ
な
け


れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。


こ
れ
は
、
縦
覧
に
供
す
る
こ
と
に

縦

覧

:::;:;;;;:; 〉貝本意:区議会議員� 
:;:;:::::まるj当 選者決:;:;::::: ;; ;:;:;:;::::

三
月
九
日
執
行

の
生
比
奈
・
横
瀬

財
産
区
議
会
議
員

一
般
選
挙
は
定
数

届
出
の
た
め
次
の

方
が
当
選
と
決
ま

り
ま
し
た
。

生
比
奈
財
産
区

(
定
貝
七
名
)

届
出
順
位

北
野
正
問
…

石

原

長

国

防

文

中

角

よ
り
、
選
挙
人
に
後
述
す
る
異
議
の

申
出
の
機
会
を
与
、
え
て
、
登
録
漏
れ
、

選
挙
権
の
な
い
者
の
登
録
、

二
重
登

録
等
を
予
防
し
て
選
挙
人
名
簿
の
正

確
を
開
削
す
る
た
め
で
す
。

四
月
二
十
七
日
執
行
予
定
の
町
長

選
挙
に
お
け
る
選
挙
時
登
録
基
準
日

は
、
四
月
十
五
日
で
、
そ
の
縦
覧
期

間
は
、
凹
月
十
七
日
か
ら
四
月
二
十

一
日
ま
で
の
五
日
間
と
な
り
ま
す
。 

岩名岡山谷
~多

一稲

野

要

森

山

由

且

大

上

要

柳

聞

義

信

西

野

重

一之

横
瀬
財
産
区

黒生西今星

(定
只
七
名
)
届
出
順
位

坪

井

芳

夫

中

米

津

山

旦

幸

久

国

中

国

直

稔

徽

瀬

大

亀

忠

一

坂

本
山

市

与

川
内

森
川

一備

架

山

近

三

中

尾

瑛

坂

本

棚

野

勝
浦
町
選
挙
管
理
委
員
会

今
月
は
統


地
方
選
挙


よ
く
考
え
て

め
、
国
会
議
員
や
知
事
選
挙
で
は
、

政
見
放
送
や
選
挙
公
報
な
ど
に
よ

っ

て
、
候
補
者
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
県
議
会
議
員
選
挙
に

も
、
県
独
自
の
選
挙
公
報
が
発
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
家
庭
へ
、
投
票
日
ま
で

に
選
挙
公
報
が
配
付
さ
れ
ま
す
の
で

候
補
者
の
政
見
や
経
歴
を
知
る
う
え

で
ず
い
ぶ
ん
と
役
立
ち
ま
す
。
大
い

に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る
在
宅
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
っ
て
、

投
票
所
へ
出
か
け
て
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
た
の
た
め
に
、
郵
便

に
よ
る
在
宅
投
票
の
制
度
が
で
き
ま

し
た
。こ

の
制
度
の
あ
ら
ま
し
、
利
用
方

法
等
に

つ
い
て
、
広
報
二
月
号 

(第

五
六
号
)
で
、
く
わ
し
く
掲
載

い
た

し
ま
し
た
が
、
該
当
す
る
か
た
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
へ
、
郵
便
投
票
証

明
書
の
交
付
を
申
摘
し
て
く
だ
さ
い
。

棄
権
せ
ず
必
ず
投
票
し
よ
う

私
た
ち
の
投
-熟
す
る

一一
栄
が
、
政

治
を
左
右
し
、
私
た
ち
の
生
活
に
大

き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
す
。
自
分 票

を
・
・
・
・
・
・

選
挙
は
私
た
ち
の
意
見
や
希
望
を

政
治
に
反
映
さ
せ
る
よ
い
機
会
で
す
。

一
人
ぐ
ら
い
投
来
し
な
く
て
も
、
と

い
う
軽
い
気
持
で
は
政
治
を
よ
く
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の

一
票
の
重
み
を
よ
く
考

え
て
、
投
楽
日
に
は
必
ず
投
出
来
し
ま

し
ょ
う
。

選
挙
権
の
登
録
に
つ
い
て

選
挙
権
が
あ

っ
て
も

、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
き
れ
て
い
な
け
れ
ば
選

挙
(
投
票
)
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。選

挙
人
名
簿
め
登
録
は
、
勝
浦
町

で
生
活
し
、
住
所
を
有
す
る
年
齢
満

二
十
歳
以
上
の
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
人
は
、
転

入
の
扇
出
を
し
た
日
か
ら
引
続
き
三

か
月
以
上
勝
浦
町
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
、
実
際
に
住
所
を
有
し

義
理
や
人
情
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と

O な
く
私
た
ち
の
代
表
に
ふ
さ
わ
し
い

人
を
よ
く
考
え
て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。 

統

一
地
方
選
挙
の
執
行
日
程
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一
一
徳
島
県
県
議
会
議
員
選
挙

一 

1
選
挙
期
日
の
告
示
日
四
月

一

一
日 

2
選
挙
期
日
(
投
票
日
)
四
月

一

+
=
一
日
(
日
曜
日
)

一

一
ニ
勝
浦
町
町
長
選
挙

-
選
挙
期
日
の
告
示
日
四
月

一
 

-

=
十
日
  

2
選
挙
期
日
(
投
票
日
)
四
月

一


二
十
七
日
(
日
曜
日
)


選
挙
公
報
の
活
用
を

私
た
ち
の
代
表
に
ふ
さ
わ
し
い
人

を
選
ぶ
に
は
、
候
補
者
を
十
分
知

っ

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

¥-

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
財産区議会議員当選者決まる



(5) 第58号� カ込 イ〉 つ ら 昭和50年 4月 1日

い
の
に 
J納付と減免ー 「

、、A

ズ 

⑬ 

ゐ


l

色悩

忽議 .
=扇・も望号

が
、
協
力
し
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
ポ
ス
タ
ー
や
、
作
文

明
る
く
正
し
い
選
挙

啓

発

シ

リ 

現
在
わ
が
国
で
は
、
平
均
余
命
は

男
子
七
十
歳
、
女
子
七
十
六
歳
と

な
り
長
寿
国
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

た
。こ
れ
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
長
い
老
後
を
何

の
収
入
で
生
活
し
て
ゆ
く
か
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。
男
子
は
女
子
よ
り

も
平
均
に
早
く
死
亡
す
る
の
で
す
。

し
か
も
、
夫
婦
の
年
齢
差
を
考
え
る

と
夫
死
亡
後
一
人
で
生
活
す
る
年
数

が
か
な
り
長
い
の
で
す
。
収
入
は
あ

て
に
で
き
な
い
の
で
す
。
夫
の
年
金

は
夫
が
死
亡
す
れ
ば
半
額
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

こ
う
し
て
考
え
る
と
長
い
老
後
を

盟
か
な
安
心
し
た
生
活
を
お
く
る
た

め
に
は
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

で
す
。
任
意
加
入
該
当
者
で
ま
だ
未

加
入
の
人
に
ぜ
ひ
お
す
す
め
し
ま
す
。

を
古
か
な
く
て
も
、
明
る
く
正
し
い

選
挙
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
、

私
は
願
っ
て
い
ま
す
。

お
金
を
わ
た
し
た
り
、
お
酒
を
ご

力
を
し
て
い
ま
す
。

大
人
も
、
恥
遠
の
選
挙
と
同
じ
だ

と
思
い
ま
す
。
大
人
は
き
た
な
い
選

挙
を
す
る
の
で
な
く
、

一別
公
を
持

勺

て
、
明
る
く
正
し
い
選
挙
を
し
て
く

だ
さ
い
。
大
人
に
み
な
ら
う
こ
と
は

多
い
が
、
こ
れ
だ
け
は
、
私
達
に
み

な
ら

っ
て
く
だ
さ
い

。

社
会
科
で
「
巡
挙
と
政
治
」
を
な

ら
っ
た
と
き
、
、
選
挙
の
窓
味
や
大
切

さ
を
知
り
ま
し
た
。
よ
い
町
や
同
を

作
る
に
は
、
よ
い
人
を
選
ぶ
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に

「
明
る
い

職
場
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い

正
し
い
選
挙
」
「
泊
き

一一
向
ご
な
ど
と

北
川
い
た
ポ
ス
タ
ー
を
は
り
、
み
ん
な

職
場
の
年
金
制
度
か
ら
年
金
を
文

に
呼
び
か
け
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
ん
な
ポ
ス
タ
ー
を
け
い
示
す

る
だ
け
で
な
く
、
選
挙
に
出
る
人
は
、

恩
給
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
、
お

き
た
な
い
こ
と
を
せ
ず
、
い
つ
も
良

い
行
動
を
し
て
、
み
ん
な
に
信
用
さ

れ
る
よ
う
努
力
を
し
て
も
ら
い
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
み
ん

な
の
代
表
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
、
公

平
な
人
を
選
ぶ
よ
う
、
全
部
の
人
達

V V V

。

、
寸
a' ち

そ
う
し
た
り
し
て
役
耐
熱
し
て
も
ら

う
の

は
、
よ
く
な
い
と
、
知

っ
て
い

る
は
ず
で
す
。
知

っ
て
い
る
の
に
、

年
金
で
豊
か
な
老
後
を

国
民
年
金
任
意
加
入

ど
う
し
て
実
行
で
き
な
い
の
で
し
ょ

任
意
加
入
と
は

、
二
十
歳
以
上
六

お
金
を
わ
た
し
て
ま
で
選
ん
で
も

生
比
奈
小
学
校

丸

田
佳
都
子

私
は
大
人
の
選
挙
で
、
お
金
を
投

謀
者
に
わ
た
し
た
穿
で
、
笹
祭
に
つ

か
ま

っ
た
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス
で
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、 
1

大

人
は
ど
う
し
て
こ
ん
む
き
た
な
い
選

挙
を
す
る
の
だ
ろ
う
〈
苧
」
ん
な
人
を

選
ん
で
も
、
よ
い
社
会
は
つ
く
れ
な

と
い
ろ
い
ろ
考
え
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ら
う
人
が

一
徐
惑
い
と
思
い
ま
す
が
、

投
来
者
も
資
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

お
金
を
持

っ
て
き
た
人
に
は
、
き

っ

ぱ
り
と
断
わ
り
、
そ
ん
な
人
に
投
票

し
な
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

私
達
の
選
挙
は
、
人
を
だ
ま
し
た

り
、
き
た
な
い
こ
と
を
し
て
い
る
人

は
い
ま
せ
ん
。
一

人

一
人
が
、
き
ま

り
を
よ
く
守
り
、
「
あ
の
人
に
投
票
し

た
ら
、
い
い
学
級
や
学
校
が
で
き
る

だ
ろ
う
己
と
正
し
い
心
で
選
ん
で
い

ま
す
。
そ
し
て
選
ば
れ
た
人
は
、
学

級
や
学
校
を
よ
く
す
る
よ
う
に

、
的労

十
歳
未
満
の
人
で
、
つ
ぎ
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、
希
望
に
よ
っ
て
加
入

で
き
る
制
度
を
い
い
ま
す
。 

る
人
の
配
偶
者

給
さ
れ
て
い
る
人
お
よ
び
そ
の

配
偶
者

よ
び
そ
の
配
偶
者

「
勝
浦
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
」

運

動

方

針

と

役

員

運
動
方
針

二

導

三

」軽自動車税

日召和50年度軽自動車税は� 4月10

日に納税通知舎が出され� 4月30日

までに納付願うことになります。

納入については，次のとおりです。

納税貯蓄組合加入の方は， 引落指

定金融機関へ直桜納付替を送ります

ので，預金残高を械かめ，不足のと

きは納期限までに，預金してくださ

納税貯諮組合朱加入の方は，組合

加入の手続きをされるか.次の納付

場所へ期限内に納めてください。

阿波銀行l勝浦支庖 ・徳島相互銀行

勝浦支庖 ・四国銀行小松砧支庖 ・

町役場収入役室

減免申請は 4月23日までに

軽自動車税の減免については，次

のようにな っていますので，該当の

方は印鑑ご持参のうえ申請してくだ

さし、。

生活保護を'受けている方

歩行が困維な身体障害者の運転す

る車(当該身体障害者のために運転

する同一世併の率を含む。)で必要と

認められるもの� 

一

ポ
ス
タ
ー
の
配
布
、
立
看
板
の

設
誼
等
に
よ
る
啓
も
う
宣
伝
活
動
。

役:

員会

長

中

西

文

夫

副
会
長

堺

福

二

会
計

大
久
保
常
雄

理

事

勝

浦

町

九

名

上

勝

町

九

名

指
導
お
よ
び
助
成

ハ
円
行
政
担
当
者
に
よ
る
巡
回
指

口
消
掃
事
業
の
助
成

田
組
織
拡
大
強
化
の
推
進

強
調
月
間
を
設
定
し
て
、
地
域

住
民
運
動
を
展
開
す
る
。

問

講

習

、
成
演
会
の
開
催
。
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家庭教育シリーズ
望
ま
し
い
し
つ
け
方

横
瀬
小
学
校
長

「
し
つ
け
」
と
は
、
い
ま
さ
ら
い

の
六
つ
の
原
理
が
あ
り
ま
す
。

こ
の

原
埋
に
も
と
づ
い
て

、
つ
ぎ
の
よ
う

な
方
法
を
巧
え
て
見
ま
し
ょ
う
。 

ω
お
さ
え
つ
け
る
よ
り
仰
ば
す
よ

J

J

朝
桐
奨
学
賞
は
、
名
世
田
町
民
故
朔

桐
緒
平
先
生
の
尊
い
ご
遺
志
を
、
永

久
に
残
す
た
め
、
先
生
の
ご
遺
族
か

ら
容
付
さ
れ
た
資
金
で
設
け
ら
れ
た

も
の
で
、
今
回
で
三
回
目
と
な
り
、

次
の
方
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

本目

原

亨

う
ま
で
も
な
く
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
正

し
い
行
動
の
溜
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
こ
と
で
、
よ
い
習
慣
が
で
き
て
い

な
け
れ
ば
、
生
活
の
能
率
も
悪
く
、

子
ど
も
の
持
っ
て

い
る
素
質
も
じ
ゅ

う
ぶ
ん

伸
ば
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

よ
い
し
つ
け
と
し

て
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
す
る
習
慣

を

洗
顔
、
脱
着
衣

歯
磨
き
、
学
校
へ

の
準
備
寝
具
の
か

た
ず
け
、
な
ど
が
、

判
明
の
手
助
け
な
し

に
で
き
る
よ
う
発

達
段
階
に
応
じ
て

し
つ
け
る
。

ひ
と
に
迷
惑
を
か
け
な
い
習
慣
を

つ
け
る
た
め
に

、
子
ど
も
が
甘
や
か

さ
れ
、
過
保
護
に
さ
れ
て
、
わ
が
ま

ま
な
行
動
を
し
、
少
し
で
も
嫌
な
こ

と
が
あ
る
と
、
す
ぐ
ぶ
て
く
さ
れ
た

り
、
腹
い
せ
を
し
て
人
に
迷
惑
を
か

け
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
よ
う
し

つ
け
る
。

世
の
中
の
た
め
に
役
立
つ
習
慣
と

し
て
、
礼
儀
作
法
を
し

っ
か
り
し
つ

け
る
と
共
に
、
社
会
に
役
立
つ
こ
と

を
進
ん
で
や
る
態
度
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
。

と
い
う
三
つ
が
あ
り
、
そ
れ
を
し

つ
け
る
指
導
原
理
と
し
て
、

早
期
性
の
原
理
と
い
っ
て
、
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
と
い
う
こ
と
で

こ
ど
も
の
発
達
段
階
か
ら
み
て
無
理

の
な
い
か
ぎ
り
早
く
し
つ
け
る
ロ

反
復
の
原
理
と
い

っ
て
、
し
ん
ぼ

う
強
く
あ
せ
ら
な
い
で
、
何
度
も
繰

返
し
ゃ
る
。

「
貫
性
の
原
理
と
い
っ
て
、

一
定

の
方
針
を
立
て
、
こ
れ
が
よ
い
と
き

ま
っ
た
ら
、
例
外
を
許
さ
ず
、

一
口

し
た
態
度
で
の
ぞ
む
。

先
手
の
原
理
と
い
っ
て
、
悪
い
習

似
が
つ
か
な
い
前
に
、
し
つ
け
る
。

転
換
の
原
理
と
い
っ
て
、
チ
ど
も


.
に
患
い
明
門
慣
が
あ
る
と
き
、
た
だ
お


さ
え
つ
け
る
の
で
な
く
、
関
心
を
別

の
方 
川
に 

川
け
さ
せ
る
。

個
人
差
の
原
理
と
い

っ
て
、
子
ど

も
は
ひ
と
り
ひ

と
り
、
ち
が

っ
た
特

刊
を
持

っ
て

い
る
か

ら
、
そ
れ
を
正

し
く
川
解
し
て
、
そ
れ
に
応
じ
た
し

つ
け
力
を
す
る
。

良
い
こ
と
を
見
つ
け
認
め

て
や
る
。 

ω
根
気
よ
く
気
長
で
あ
せ
ら
な
い

で
し
つ
け
る
。

ω
正
し
い
し
か
り
方
、
は
め
方
を
考

ぇ
、
し
か
る
よ
り
、
ほ
め
る
こ
と
を

多
く
す
る
。

凶

子
ど
も
自
身
に
も
工
夫
さ
せ
て

親
が
し
つ
け
る
よ
り
、
子
ど
も
の

自
立
的
な
計
画
で
行
わ
せ
る
。

問
自
穆
心
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に

子
ど
も
の
惑
い
点
を
他
人
に
い

っ

た
り
、
く
ら
べ
た
り
し
な
い
。

に
ぎ
や
か
に
落
成
式

生

比

奈

保

育

所

生
比
奈
保
育
所
は
、
昭
和
一一
十
九

年
に
関
所
さ
れ
て
以
来
二
十
年
を
経

:主主朝凋: 濠家政
奨学賞:
(;主主眼科持‘係当度;蕊:き，':~策hY:ぷ;せ Lえたた 

新居初美 さん 大久保康雄くん� 

(坂本) (今山)

護
者
会
員
ら
百
六
十
名
が
参
加
し
て

児
童
の
も
ち
つ
き
、
来
賓
に
よ
る
も

ち
な
げ
な
ど
、
に
さ
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

過
し
、
老
朽
化
が
激
し
か

っ
た
た
め

昨
年
十
月
に
改
築
工
事
に
か
か
り
、

本
年
二
月
二
十
日
に
完
成
し
、
三
月

五
日
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

工
事
費
は
、

三
千
三
百
六
十
万
円

を
要
し
、
こ
の
財
源
は
、
工
業
再
配

置
促
進
補
助
金
二
千
二
百
五
十
万
円
、

国
民
年
金
巡
一花
融
資
に
よ
る
起
償
九

百
二
十
万
円 

(予
定
)
で
、
残
額
は
、

一
般
財
源
で
支
出
し
て
お
リ
ま
す
。

孫
成
式
に
は
、
来
資

・
児
童

・
保

う
な
態
度
で
、

「
い
け
な
い

」
と

惑
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
さ
え
る

こ
と
な
く
、
「
こ
う
し
ま
し
ょ
う
」

「
こ
う
し
た
方
が
よ
い

」
と
教

へ
、

¥一
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あなたの子供が対象地区出身者と交際
または結婚� Lたいといったらどう� Lますか� 

守主 主い2

あ
な
た
は
差
別
を
し
て
い
ま
せ
ん

か
、
「
と
ん
で
も
な
い
、
差
別
な
ん
て
」

部
落
問
題
と
か
、
同
和
問
題
に

つ
い

て
考
え
た
こ
と
も
な
い
ほ
ど
、
私
は

差
別
意
識
を
も
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
う
で
す
か

し
か
し
、
考
え
た
こ
と
も
な
い
と

い
う
こ
と
は
、 

の
ま
ま
で
問
題
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
差
別
に

苦
し
ん
で
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る

の
で
す
が 
:
:
:
つ
ま
り
は
、
差
別
を

認
め
る
こ
と
に
・

た
と
、
え
ば
、
私
た
ち
が
、
満
只
の

パ
ス
や
列
卓
に
乗
り
あ
わ
せ
た
と
き
、

知
ら
ず
に
、

他
人
の
足
を
ふ
む
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ふ
ん
だ
本
人
は
、
ま

っ
た
く
気
付
か
な
い
が
、
ふ
ま
れ
て

い
る
人
は
、
相
手
が
気
付
く
ま
い
が
、

関
係
な
く
痛
い
の
で
す
。
相
手
が
ジ

ッ
と
し
ん
ぼ
う
し
て
い
る
限
り
、
他

人
の
足
を
ふ
ん
で
い
る
か
、
ふ
ん
で

い
な
い
か
は
、
足
も
と
を
見
な
い
こ

と
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

差
別
し
て
い
る
か
、
い
な
い
か
も
、

部
落
問
題
、
同
和
問
題
を
正
し
く
み

つ
め
、
理
解
し
て
、
は
じ
め
て
い
え

る
こ
と
で
す
。

危
険
な
あ
て
推
量

「
こ
の

ご
ろ
の
若
い
人
達
は
、
民

主
的
な
教
育
を
受
け
て
い
る
か
ら
、

そ
ん
な
差
別
意
減
な
ん
て 

:
: 

と

い
う
人
が
い
ま
す
。
ま
た
若
い
人
速

の
中
に
も
、
「
我
々
の
時
代
の
も
の
が
、

そ
ん
な
封
建
的
な
こ
と
を
:
:
:
」
と

い
う
人
が
い
ま
す
。

し
か
し
、
つ
ざ
の
グ
ラ
フ
を
見
て

U

く
だ
さ
い
こ
あ
な
た
の
子
供
が
、
対

象
地
区
出
身
者
と
交
際
又
は
、
結
婚

し
た
い
と
言
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
日

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
県
下
の
あ

る
高
校
が
調
査
し
た
資
料
で
す
。

各
年
臥
冊
目
相
の
う
ち
、
結
婚
適
品
開
期

の
子
弟
を
も
っ
、
五
十
代
の
異
常
さ

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
十
代
、

二
十

代
に
「
許
さ
な
い
」
と
い
う
人
達
が

か
な
り
あ
あ
と
い
う
こ
と
に
、
注
窓

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
十
代
、

二
十
代
の
人
達
が
、

現
実
と
し
て
、
自
分
の
子
供
が
結
婚

適
齢
期
を
迎
え
る
五
十
代
に
な

っ
た

と
き
、
は
た
し
て
、
こ
の
五
十
代
と

同
じ
よ
う
に
は
な
ら
な
い
と
、
誰
が

断
言
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

と
に
か
く
、
「
こ
の
ご
ろ
の
若
い
人

達
に
限

っ
て 
:
:
:
」
と
い
う
話
は
、

間
進

っ
た
、
あ
て
推
置
に
し
か
、
過

な
い
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。

あ
て
推
量
や
希
望
的
観
測
で
、

の
を
い
う
こ
と
も
、
罪
の
主
い
う
ち

は
別
と
し
て
、
人
命
に
か
か

っ
て
く

る
同
和
問
題
で
は
、
許
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

確
か
な
史
実
や
事
実
に
も
と
づ
い

て
考
え
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
義
別
に

つ
ら
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

E
差
別
の
魔
手
は


国
民
す
べ
て
の
上
に


差
別
の
た
め
に
、
命
を
絶

っ
た
人


た
ち
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
差
別
は


人
を
死
に
追
い
や
る

「
殺
人
の
恩
惣


で
あ
る
日
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
と L


す
る
と
、
部
落
差
別
を
残
し
て
お
く


こ
と
は
、
「
殺
人
の
思
怨
」
を
許
し
て


お
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。


世
の
中
に
、
こ
の
よ
う
な
考
え
が
あ 

る
こ
と
は
、
国
民
す
べ
て
の
人
に
、

不
幸
が
ふ
り
か
か

っ
て
い
る

こ
と
で

も
あ
る
わ
け
で
す
。

同
和
問
削
解
決
は
、
平
和
な
民
主

的
国
家
を
建
設
す
る
た
め

の
、
最
も

大
切
な
国
民
的
課
題
な
の
で
す
。

一
日
も
早
く
、
こ

の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
、
国
民
す
べ
て
の
人
が
、

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。

学
校
教
育
の
分
野
で
も
、
こ
の
重

大
性
か
ら
、
同
和
教
育
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

部
結
問
題
、
同
和
問
題
を
、
正
し

く
理
解
、
認
識
し
て
、
国
民
的
課
題

を
果
た
せ
る
人
聞
を
作
る
た
め
の
、

教
育
を
行

っ
て
い
る
の
で
す
。

昭
和
五
十
年
皮
か
ら
は
、
中
学
校

社
会
科
に
お
い
て
も
、
よ
り

一
一階の

正
し
い
問
題
認
識
を
ゃ
し
な
う
た
め
、

江
戸
時
代
の
身
分
差
別
で
使
用
さ
れ

た
、
賎
称
組
問
を
用
い
て
、
当
時
の
差

別
政
策
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
、

砂
、ん

し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
凧
称
諾
が
四
十

九
年
度
ま
で
、
な
ぜ
、
使
用
さ
れ
な

か
っ
た
か
、
こ
こ
で
時
四
称
語
の
使
用

が
、
ど
れ
く
ら
い
隙
重
に
扱
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
が
、
理
解
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。
教
科
書
に
あ
る

か
ら
と
無
分
別
に
、
使
う
べ
き
も
の

で
な
い
こ
と
を
、
よ
く
腹
に
お
さ
め

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
、
同
和
問
題
に
つ
い

て
の
学
習
は
、
も
ち
ろ
ん
国
民
的
な

課
題
で
あ
る
の
で
、
学
校
外
の
社
会

人
に
も
必
要
で
す
。

勝
浦
町
で
は
、
前
の
シ
リ
ー
ズ
に

続
い
て
、
新
し
く
同
和
問
題 

リ
ー

ズ
を
、
毎
月
の
広
報
紙
面
に
掲
載
し
、

町
民
の
み
な
さ
ん
に
、
同
和
問
題
学

叩
留
の
機
会
を
提
供
し
、
正
し
い
理
解

と
認
識
を
も

っ
て
い
た
だ
き
、
明
る

く
、
平
和
な
、
民
主
社
会
を
つ
く
り

あ
げ
る
た
め
に
、
町
民
す
べ
て
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

勝
浦
郡
同
和
教
育

推
進
協
議
会
結
成

さ
る
三
月
八
日
、
上
勝
町

・
勝
浦

町
の
同
和
教
育
推
進
協
議
会
委
員
が

集
ま
り
、
勝
浦
郡
同
和
推
進
協
議
会

結
成
大
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

同
和
問
題
は
、
民
主
社
会
建
設
の


国
民
的
課
題
で
あ
り
、
単
に

一
町
村


内
の
み
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な


く
、
す
べ
て
の
市
町
村
が
、
連
絡
し


あ
い
、
解
決
へ
の
推
進
に
つ
と
め
る


べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
発


足
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。


役
員
に
は
、
会
長
勝
浦
町
長

・

堺
福

一
、
副
会
長
上
勝
町
長

・
大

久
保
常
雄
、
勝
浦
町
教
育
委
員
長

・

筒
井
笹
男
、
理
事

・
十
二
名
、
民
事

二
名
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。

y

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
同和教育シリーズ
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l穫量義務遂事陸
交

通

安

全

標

語

入

選

者

決

ま

る

飲
ま
な
い
で
正
し
い
運
転

無
事
故
の
笑
顔

生

小

福

良

毅

ス
ピ
ー
ド
を
出
す
な

産
調
繋
対
策
事
業
に
つ
い
て
協
議
会

を
開
き
、
県
の
方
針
に
も
と
づ
い
た

対
策
を
た
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
目
標
達
成
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

申
告
受
付
は
、
四
月
中
旬
の
予
定

で
す
が
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
指
導

部
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
ご
連
絡
し
ま

す
。な

お
、
奨
励
補
助
金
の
交
付
期
限

は、

つ
ぎ
の
と
お
り
と
な

っ
て
い
ま

す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
き
い
。

温
州
み
か
ん
経
営
安
定
資
金

再
生
産
資
金
の
三
か
年
分
割

償
還
が
で
き
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
度
温
州
み
か
ん
の

価
格
低
落
に
と
も
な
う
、
緊
急
対
策

融
資
と
経
営
安
定
再
生
産
資
金
を
借

入
者
別
、
資
金
別
に
、
昭
和
四
十
九

年
度
か
ら
五
十
一
年
度
ま
で
、

三
か

年
の
分
割
償
還
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

分
割
償
還
で
き
る
か
た
は
、
五
十

年
以
後
も
み
か
ん
生
産
を
行
う
農
家

で
、
俄
還
が
困
難
な
か
た
と
な

っ
て

い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
各
農
協
へ
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

昭
和
五
十
年
度


米
生
産
調
整
に
つ
い
て


五
年
計
画
で
実
施
し
て
き
ま
し
た

米
生
産
対
策
事
業
も
、
本
年
度
で
最

終
年
と
な
り
ま
し
た
。

実
施
要
領
は
四
十
九
年
度
と
同
じ

で
す
が
、
休
耕
回
、
昭
和
四
十
五
年

に
植
栽
さ
れ
た
永
年
性
転
作
、
昭
和

四
十
九
年
十
二
月
一
日
以
後
に
新
規

摘
栽
さ
れ
た
温
州
み
か
ん
は
、
交
付

の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

園
、
県
で
は
、
四
十
九
年
度
転
作

率
の
八
十
四
打
目
標
に
推
進
す
る
こ

と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
近
く
、
米
生
�
 

子
供
と
老
人
、
身
体
障
害
者
を
交

通
事
故
か
ら
守
ろ
う
、
飲
酒
運
転
の

追
放
、

二
輪
車
事
故
の
防
止
を
お
り

こ
ん
だ
、
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、

ご
協
カ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
の

入
選
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

小
学
校
の
部

一
位
ぼ
く
ら
に
も
守
る
義
務
あ
り

検

小

井

口

弘

子

老
人
を
い
た
わ
り

ぼ
く
ら
も
安
全
通
行

生

小

山

本

妙

子

渡
る
な
よ
そ
こ
は

横
断
歩
道
の
な
い
所

生

小

坪

内

敬

二

右
側
は
よ
い
子
が

い
く
み
ち
か
え
る
み
ち

横

小

村

上

由

香

一
列
に
な
ら
ん
で

よ
い
子
の
登
下
校

横
小
・
沌
花
和
代

の
ん
だ
手
で
廻
わ
す

ハ
ン
ド
ル
事
故
の
も
と

生

小

樋

本

芳

雄

っ


て� 

入

選/1 /1 /1 /1 

出
さ
す
な
よ
い
子
の
た
め
に

微

小

山

田

一
裕

中
学
校
の
部

一
位

一
に
確
認
二
に
注
意

交
通
規
則

坂
小
平
白
回
敏
幸

止
っ
て
ね
そ
こ
は

ぼ
く
ら
の
通
る
道

坂
小
柿
本
実
千
枝

お
酒

一
て
き

事
故
百
発
�
 

春
の
定
期
異

三
月
の
定
期
異
動

で
前
任
者
の
横
瀬
駐

在
所

「村
凹
蒸
明
部

長」

は
川
島
署

へ
、

生
比
奈
駐
在
所

「
桜

木
秀
治
巡
査
」
は
小

松
島
署
刑
事
諜

へ
、

坂
本
駐
在
所

「
岡
崎

微
巡
査
」
は
県
笹
本

部
外
勤
課

へ
そ
れ
ぞ

れ
転
勤
し
ま
し
た
。

新
し
く
、

入� 
H j~ f立

忘
れ
て
な
ら
な
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト

柏

原

俊

雄

ヘ
ル
メ
ソ
ト
か
ぶ
っ
て
安
全

笑
顔
で
登
校

定
作
恵
津
子

酒
の
め
ば
車
は
地
獄

へ

一
直
線

柳
原

和

弘

小
さ
な
子
大
ダ
な
合
図
で

横
断
歩
道

前
回

坂
本
駐
在
所

森
勇
士
口

幸
男

本

46 47148 49150 f・考.--..----ご‘� <51

4l!写檀打切q休� 4再� 010 010 

普過転作�  010 010 単年度宜付010 

裏 儀正 作� 010 010 O l j~年度立付

量� u 瞳� 11";年長周� l 01010 

l<o草色悶 } 01010 転用� Lた年

カら� 3か年� 
1l1~長岡 l 01010 官付

必年� eml 01010 

本.¥'佳作� (45年E柑� ) 010 01010 植付年度
5;'から� ・年� 

l<o尊重樋 1 010 010 O 宜付

描 要 。叩"宮付付組年

動

機
瀬
駐
在
所

生
比
奈
駐
在
所

正
己

a"，
�
 

の
三
名
が
針
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

秀
夫

飲
酒
運
転
の
追
放

子
供
の
事
故
防
止

防
犯
活
動
の
強
化

を
重
点
に
、
み
な
さ
ん
の
御
期
待
に

そ
う
よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
御
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

井
関

昭
和
四
十
九
年
度
米
生
産
調
整

協
力
特
別
交
付
金
、
奨
励
補
助

金
を
交
付

昭
和
四
十
九
年
度
、
米
生
産
調
整

¥、，
五
藤

'・、 
.~・

) 

奨
励
補
助
金
の
精
算
金
と
米
生
産
調

繋
に
協
力
し
た
農
家
に
対
し
て
、
調

耐
震
数
常
二

信
当
り
九
円
五
十
銭
の
特

別
交
付
金
を
、
農
協
を
通
じ
農
協
貯

金
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
し
た
の
で

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
駐在所だより
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度伸びたころが適� 1 1川1L.li
期です。� I 計ノ� I111IX

陽気とともにみかども，発芽，伸

長が始ま ります。新しい芽には. 病

害虫がつきやすく 持 に昨年発生の

多か った，そうか病には十分気をつ

けてく� fごさい。

そうか:病には，特効薬のベンレー

ト2，000倍，トソプジンM水和斉 ，000 

倍液を. こくてん病にはメノレクデラ

ン� 1，000倍液を� 4月中旬-5月上旬

に散布してください。

今月は，不良系統樹の品種更新の

つ tC木技術について説明します。

っき'木による品種更新

みかんは，過剰l生産の様相を呈し

ており，数年のうちに400万ドンにも

達しようとしています。

これからのみかんは，品種，系統

のよいみかんを{乍らなければ，こ の

問題に対処できません。

その方法として，つぎ木による更

華庁についてのべてみます。

|切つぎ法|

古くから普通に

行われている方法

で，r時期は� 4月下�  .J1cIiJ 間

句-5月上旬で� !N.~ LJ:!

-5γの長さに切り，形成層を出し

て活着面を作る。

つぎ口は，強壮な上向きの校が活

消しやすく ，作業む容易て¥活着後

の発育もよい。� 

l口のつぎ穂の数は，切商の大き

さによって加減しJ直径�  2 ~:- 以下の

ものは� 1本でよいが，� 31シ干塁11Zのも

のは� 2本とし，それ以上のものは� 3


本つぐ。

つぎ木作業が終

ノレビニったら，

テープで結びつけ

る。さらに， つぎ

木部の乾燥を防ぐ

ため，切口をテ ー

プで巻くか，接着

荷に，はいらない

ように接ロウを塗

って，全体をポリ

袋などでつつみ日

認をしてください。

|腹つぎ法|
主枝あるいは，亜主枝の側面につ

ぎ木して，つぎ穂が活着した段階で，

中間台部の先端を切りとるのがりJつ

ぎ法とのちがし、です。

この方法は，� 4- 5月の切つぎの

時期と ，� 9月の芽つぎのl時期がi盛期

l一挙更新法|

神奈川県の大津氏が考案した方法

で，� 2 -3年前から品積更新法とし

て全国的に多く使われています。

特徴は.成木では，� 1 樹に 150~
 

200口も腹核して，↑ftlJ枚を一挙に更

新し，� 3 年目には 11 ぽ 100~~， j.IÍく

に復元し，新しい品種で.前収最に

もどすのが特徴です。

つぎ木は，� 3月下旬から始め，� 4 


月20日くらいに終える 。

方法は，まず骨格となる主校と車

主校を残して，他の枝は全部除去し，

丸坊主とする。主枝には外lHIJの両側

面に，iJli.主校には両側面に，それぞ

れ左右交互になるよう� 15-20;'問か

くに，� 亙つぎをし，内lWJや，上面に

は，つかないようにしてください。

つぎ木後15-20日で，つぎ穂が発

芽し始め，同時に台芽も伸び始める

が，これを伸ばすと，つぎ芽の伸び

が悪山、のでe早めにつみとる 。た だし，

活着しないつぎ芽があると， 日焼け

や，樹脂病にかかりやすくなるので，

その後に出た台芽は取らずにおいて

くた� さし、。e

この方法は.土壊が深く，よく肥

えていて，樹が強壮で.適期につぎ，

つぎ木後樹冠を十分に被覆しなけれ

ば，失敗します。

一挙更新法

ですが，活着しやすいので椋木さえ

あれば，� 3-11月の聞できます。

t;;JJ口の数とつぐ
松木には，春つぎに前年の校を， 


変つぎには本年生の春枝を，秋つぎ 

位置は，樹令と樹

には充実した夏枝を使 ってく ださい。
冠の大きさによっ

腹つぎは，切口面の乾燥の心配が
て，ちがいますが，

若木では� 5-10口
なく，活着もよいが，直径 3γ以上

の太い部分で切断するのは， 切口の
が，適当です。

巻き込みを遅らせるので注意してく� 
穂木は前年生の 省民 3刀

Fごきし、。
春枝でよいが，夏

枝の充実したもの

の方が，削り やす

く，活着もよし 以上代表的な，つぎ木更新の方法

その後の発育もよ をのべましたが，更新の方法として，

い。とる時期は， 基本的には，伐採→改植をおすすめ

っき'木の� 1週間く します。

らい前が最もよく ，� なお.詳しいことは，農業センタ 


2 -3芽つけて� 3
 へ，ご相談くださし、。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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